
今月の掲載記事
みんなで取り組もう交通安全
防災・減災のための自主防災組織
pick up information
TOPICS

特集
宮崎県立飯野高等学校
地域に支えられて 60 年目を迎えます

696

2024



●
全
国
高
校
生
プ
レ
ゼ
ン
甲
子
園 

優
秀
賞

●
全
国
高
校
生
マ
イ
プ
ロ
ア
ワ
ー
ド

  

全
国
優
秀
賞

●
全
国
高
校
生
S
B
P
チ
ャ
レ
ン
ジ
ア
ワ
ー
ド   

　

G
o
o
g
l
e
賞
、
三
井
化
学
賞

●
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ッ
ス
ル
2
0
2
2

  

九
州
大
会 

優
秀
賞

●
全
国
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ア
ワ
ー
ド 

  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞

●
台
湾
へ
の
修
学
旅
行
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
大
会   

　

優
勝
、
準
優
勝

　市内唯一の県立高校である飯野高等学校（以下、飯野高校という）は、

現在、普通科164人、生活文化科48人の212人が在籍しています。地域に

密着して学習や活動を行い、さらに全国・世界にも活動を広げています。

今回は、そんな飯野高校の魅力を紹介します。
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　DXハイスクールとは、情報・数学等の教育を重視

するカリキュラムを実施するとともに、ICTを活用し

た探究的な学びを強化する学校です。指定されたこ

とでデジタル機器の整備が進み、これにより、デジ

タルを活用して地域課題を解決しながら、データサ

イエンスの知識やプログラミング能力を培います。

　既存の制服と市販のポロシャツ、カッターシャツ、スラックスの組み合わせができます。
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生徒会長　内村 実月さん

生活文化科3年（飯野中出身）
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な
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情
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3Dプリンタでイメージしたものを

形にしていきます

デジタルサイネージで生徒たちの

活動の様子を配信

さまざまなセンサー等を使ってプログラ

ミングし、アイデアを形にします

塩屋 史菜さん
（2年・加久藤中出身）

り　な

大木場 湊干さん
（2年・飯野中出身）

そ　ら

（
令
和
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年
度
〜
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年
度
）
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年
度
〜
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和
5
年
度
）
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飯野高校生はさまざまな地域での活動や

新たな学びへの挑戦をしています！

　地域でのプロジェクトの学びをさらに拡げよう

と、国内外の大学と連携協定を結んでいます。地方

創生系の学部を有する大正大学（東京）、教育系の

南九州大学（宮崎）、医療や観光をはじめ台湾の地

方創生に取り組む中華医事科技大学とも連携してい

ます。協定をきっかけに、令和6年度から、中華医事

科技大学の学生のえびの研修（1カ月）や、飯野高生

の台湾研修（1週間）もスタートしています。

　飯野高校では、全国の高校とも連携し、全国サミットを開催しています。地域をフィールドにして、同じように探

究に取り組む高校生と対話を通して意見交換するとともに、えびの市の魅力を全国に発信しています。

地域を拠点に探究する全国のグローカルリーダーが集い、2泊3日で事例

発表や共通テーマで対話をして交流。市内観光ツアーも実施しました

地域で活躍する大人を図鑑としてまとめる活動をする高校生が集い、それ

ぞれの取り組みや地域の魅力発信について意見交換等を実施しました

●茨城県立那珂湊高校　●愛媛県立三崎高校　●高千穂高校

●立命館宇治高校　●三重県立飯南高校　●大阪府立豊中高校能勢校

●鹿児島純心女子高校　●筑波大学付属視覚支援学校 など

●北海道大空高校　●新潟県立津南中等教育学校　

●広島県立大崎海星高校　●長崎県立松浦高校 米粉を使ったシフォンケーキを開発して産業文化祭で

販売

海洋プラスチックごみからできたビーズを使って小学

生向けのワークショップを開催

生活文化科3年生が高校周辺の保育園児を招いて

「ちびっ子運動会」を開催

ちびっ子運動会

生活文化科で学んだスキルを還元するため「正一」

での実践。従業員にも頼りにされています

防災士の資格を取得した生徒が地域防災について

考え、実際の避難生活等を想定したキャンプを開催

温泉水を使ったウォーターガンイベント「えびのスプ

ラッシュフェス」を企画・実践

家庭で使い切れない未使用・未開封の食品を持ち寄

り、えびの市社会福祉協議会に寄贈

フードドライブ

県外の中学生向けにえびの市や飯野高校の魅力を

伝える２泊３日のツアーを企画・運営

地域みらい旅

性の多様性を考える小学生向けの授業を考案し、

飯野小学校で授業を実施

多様性を考える

特産品開発

南九州大学の学生と子育て支援講座を企画・実践。

大学と連携したプロジェクトも進んでいます

現地の農村でフィールドワークやマンゴー創作ドリンクコン

テストに参加

福島 璃乃さん
（2年・上江中出身）

り　の

中野 岳洋さん
（3年・飯野中出身）

たけひろ

　各学科・コースのプログラムで、地域をフィールド

に飯野高生それぞれの視点で、課題解決に向けたさ

まざまな探究活動を行っています。これにより、地域

に活力を生み出すと同時に、社会に出た時に必要と

なるさまざまなスキルを身に付けていきます。

生活文化科実習

温泉郷活性化

防災キャンプグローカルプロジェクト

動物保護の視点から保護犬団体と連携して実施

アニマルセラピー
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　毎週水曜の午後に校外に出て学びます。実際の

現場で自分が決めた課題に向かい、地域の皆さんと

協働しながら実践することで、未来を創造する力を

育みます。地域貢献活動で総合的な人間力を養い、

さまざまな進路を実現させます。

青森、千葉、東京、神奈川、愛知、

三重、大阪、滋賀、山口、福岡、大

分、佐賀、鹿児島、沖縄、宮崎市、

都城市、諸塚村

　飯野高校では、2019年度の入学生から県外在住の入学を受け入れ

る「全国枠」の募集を導入しています。

　地域や社会におけるさまざまな課題について、自

らプロジェクトを立ち上げて、地域を越えたグローバ

ルな視点で考え、実践まで行います。さらに、その学

びを充実した学習環境で、教科学習にも結び付け、

社会を生き抜く力を身に付けていきます。

　地域公共交通の維持・活性化

と、路線バスで通学する生徒の

保護者の負担軽減を図るため、

宮崎交通株式会社が発券する通

学定期券の購入費の一部を補助

しています。

　成績優秀な飯野高校の生徒に

奨学給付金（毎月2万円）を給付

し、成績優秀な生徒の確保と飯

野高校の魅力向上により、地域

活性化と定住促進を図っていま

す。

　全国枠の生徒のために、男子

生徒寮と女子生徒寮を開設して

います。男子寮はシェアハウス型

で施錠可能な個室、女子寮は完

全個室でプライベートも確保さ

れています。

　校内に設置されている公営塾

成銘館は、専任スタッフによる数

学・英語の講座や個別指導を受

けられます。飯野高校生なら無

料です。

　ファッションデザイン、フードデザイン、保育、ICT

など、専門科目を学びます。学んだ専門スキルを生か

して、地域支援活動や地域団体・大学との連携の中

で、課題解決に挑戦します。手厚い指導により技術

を向上させ、検定試験の合格も目指します。

宮崎県立飯野高等学校

☎33-0300

ホームページ Facebook
お問い合わせ

川畑 雛乃さん
（2年・真幸中出身）

松原 楓さん
（2年・上江中出身）

石川 紗羽さん
（２年・大分県中部中出身）

山田 三姫さん
（２年・飯野中出身）

的場 妃茉里さん
（2年・加久藤中出身）

ひ　ま　り

さ　きさ　わ

立命館アジア太平洋大学（APU）の高校生特命

副学長サミットメンバーとして、高校生の視点

で国際色豊かな大学の改革にチャレンジしてい

ます

宮崎産業経営大学のアグロポリスコンテスト

で、他校生や大学生と西諸地区の食について探

究した成果を発表し最優秀賞を受賞。オラン

ダ・ベルギー研修に参加します

全国から入学した生徒たちと県内生が一緒にえびの市内

の課題解決のために探究して、空き家リノベーションプロ

ジェクトを発足させました

さまざまな分野から地域の現状を学び、実践することで、広い

視点から考える力が身に付きます

探究活動の成果をプレゼンするスキルなど、社会に出てからも

生きる力が身に付きます

学んだ専門的なスキルを生かして企画・実践することで、社会で

役立つ力が身に付きます

空家リノベーション

社会探究プログラムで社会スキルを身に付ける
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交通安全交通安全みんなで取り組もうみんなで取り組もう

交通安全街頭キャンペーンカーブミラー清掃

えびの警察署
地域交通課

濱田 誠課長

　横断歩道での歩行者優先は、マナーではな

くルールです。ドライバーは、横断歩道を渡

ろうとしている人がいるときは、一時停止し

なければなりません。

　また、歩行者も横断歩道を渡る際には手を

挙げるなど、ドライバーに横断する意思を明

確に伝えるようにしましょう。

　令和3年6月から、えびの郵便局前にモデル

横断歩道が設置してあります。これは、特に注

意してほしい場所として、紅白の横断歩道と

なっています。しかし、減速が不十分な車もあ

ることから、歩行者も横断する前に車が来てい

ないかの安全確認をすることが大切です。

　例年、秋や冬の夕暮れ時、夜間に交通事故

が多く発生しています。交通事故に巻き込ま

れないためにも、反射材などの交通安全グッ

ズを活用してドライバーから見えやすくする

ことが大切です。

　反射材には、たすきや手首・足首のバンド、

キーホルダーなどさまざまな物があります。反

射材を身に着けることで、ドライバーに自分の

存在を早めに知らせることができます。外出す

るときは、明るい服装を心がけ、反射材などの

交通安全グッズを活用しましょう。

　年4回、えびの地区交通安全協会やさまざま

な団体が連携して、街頭キャンペーンを行っ

ています。交通安全の啓発チラシを配るなど

して、安全運転を呼びかけています。

　毎年、えびの市交通指導員会が、市内の

カーブミラーの清掃を行っています。汚れが

付着したミラーを丁寧に磨き、ドライバーが

見やすくなるようにしています。

私たちの日常になくてはならない自動車や自転車も、

ささいなきっかけで誰かの命を奪う凶器になってしま

います。交通事故を未然に防ぐためにもドライバー、

歩行者問わず、一人一人ができることを考えましょう。

えびの市 令和3年 令和4年 令和5年

交通事故

発生件数 35 23 24

負傷者 40 28 26

死者 1 0 1

　 令和5年 令和6年 増減

交通事故

発生件数 15 24 +9

負傷者 14 24 +10

死者 1 2 +1

※交通事故の当事者の中で、一番過失が重い人

参照：宮崎県警察本部交通企画課「交通月報」

参照：宮崎県警察本部交通企画課「交通月報」

■えびの市 第一当事者※

　年代別事故発生状況（令和5年）

反射材用品の例 モデル横断歩道（えびの郵便局前）

　

令
和
5
年
の
交
通
事
故
（
人
身
事

故
）
発
生
件
数
は
、
例
年
に
比
べ
る
と

少
な
い
状
況
で
し
た
が
、
う
ち
1
件
は

死
亡
事
故
で
し
た
。
し
か
し
、
令
和
6

年
8
月
31
日
時
点
の
状
況
を
見
る
と
、

発
生
件
数
、
負
傷
者
数
、
死
者
数
の
全

て
が
昨
年
よ
り
増
加
し
、
24
件
中
15
件

が
脇
見
運
転
や
動
静
不
注
視
が
原
因
の

事
故
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
故
の
内
容
は
、
令
和
5
年
の
事
故

発
生
件
数
24
件
の
う
ち
、
車
両
同
士
に

よ
る
追
突
事
故
が
10
件
、
出
合
い
頭
で

の
事
故
が
4
件
と
、
半
数
以
上
を
占
め

て
い
ま
す
（
宮
崎
県
警
察
本
部
交
通
企

画
課
「
交
通
月
報
」
よ
り
）
。
そ
の
他

は
、
右
左
折
時
の
事
故
や
人
対
車
両
の

事
故
な
ど
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

第
一
当
事
者
を
年
代
別
で
見
る
と
、

65
歳
以
上
が
41
・
6
％
と
多
く
を
占

め
、
次
い
で
20
代
が
16
・
7
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
自
家
用
車
が
移
動
手
段
と

し
て
必
要
な
中
で
、
運
転
免
許
の
返
納

が
難
し
い
高
齢
者
が
多
く
存
在
す
る
こ

と
や
、
車
の
運
転
期
間
が
短
く
、
運
転

技
術
が
未
熟
で
あ
る
こ
と
が
原
因
と
し

て
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
日
頃

か
ら
交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
て
い
く

な
ど
の
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

え
び
の
市
内
の
交
通
事
故
の
発
生
件

数
は
、
令
和
5
年
の
15
件
に
比
べ
、
令

和
6
年
は
24
件
と
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
（
8
月
31
日
時
点
）
。
ま
た
、
24
件

の
う
ち
23
件
は
高
齢
者
が
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
事
故
の
要
因
は
、
ベ
テ
ラ
ン
ド

ラ
イ
バ
ー
に
限
ら
ず
、
慣
れ
や
油
断
、

安
全
確
認
不
足
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
死
亡
事
故
も

発
生
し
て
い
て
、
い
ず
れ
も
夜
間
の
交

通
事
故
で
す
。

　

10
月
か
ら
12
月
は
、
視
界
が
不
明
瞭

に
な
る
日
暮
れ
の
事
故
が
多
発
し
ま

す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
早
め
に
ラ
イ

ト
を
点
灯
し
、
夜
間
は
特
に
気
を
付
け

て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
歩
行
者

は
、
反
射
材
等
を
着
用
し
て
自
分
の
身

を
守
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

警
察
署
と
し
て
も
、
交
通
教
室
で
の

手
上
げ
横
断
の
指
導
や
公
民
館
ご
と
の

講
話
、
道
路
上
に
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
を

設
置
し
て
、
速
度
制
限
を
面
で
分
か
り

や
す
く
伝
え
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一

人
が
交
通
安
全
を
意
識
し
、
交
通
事
故

の
な
い
え
び
の
市
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■過去3年間の市内の交通事故発生状況
　（えびの警察署管内）

■8月31日時点の前年との比較

横断歩道での注意点

ドライバー・歩行者

交通安全グッズを活用

歩行者

20代20 代

16.7%16.7%

30 代30 代

12.5%12.5%

40 代40 代

12.5%12.5%
50 代50 代

12.5%12.5%60 〜 64 歳
4.2%

65歳以上65歳以上

41.6%41.6%
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4
　自転車は車の仲間なので、飲酒運転は禁止で

す。お酒を飲んだら絶対に運転してはいけませ

ん。また、酒気を帯びて自転車を運転する恐れが

ある人に自転車を提供した

り、酒類を提供したりして

はいけません。

1

2

3

　自転車は、歩道と車道

の区別があるところでは

車道を通行することが原

則です。車道を通行する

場合は、左側に寄って通

行しなければなりませ

ん。右側通行は禁止され

ています。

　信号機のある交差点では、信号に従って安全を

確認して通行しましょう。自転車は、対面する車

両用信号に従うのが原則です。「歩行者・自転車

専用」と表示されている信号機がある場合や横断

歩道を通行する場合は、歩行者用信号機に従わな

ければなりません。

　また、道路標識等で一時停止すべきとされてい

る場所では、必ず一時停止して安全を確認しま

しょう。道路標識がなくても、見通しの悪い交差

点では、徐行して安全を確認して通行するように

してください。

　前方の安全確認だけでなく、歩行者や車に

自転車の存在を知らせるためにも、夜間は必

ずライトを点灯しましょう。

約1.9倍！

　ヘルメット非着用時の致死率（※）は、着用時の約2

倍となっています。また、自転車乗用中の交通事故で亡

くなった人の約5割が頭部に致命傷を負っています。事

故時の被害軽減のためにも、ヘルメットを着用すること

で頭部を保護することが大切です。

※致死率とは、死傷者のうち死者を占める割合をいう。

◉「普通自転車歩道通行可」の道路

　標識や道路標示がある

◉13歳未満の子どもや70歳以上の

　高齢者、体の不自由な人が運転している

◉車道や交通の状況からみて通行の安全確保の　

ためにやむを得ない

 ・道路工事している   ・駐車車両が続いている

 ・交通量が多く道幅が狭い など

　歩道を通行するとき

は、車道寄りの部分を徐

行（すぐに停止できる速

度で通行すること）しま

す。歩道では歩行者優先

です。歩行者の通行を妨

げるときは、一時停止し

なければなりません。

自転車は、例外として次のような場合は歩道を通行できることになっています。

5万円以下の罰金

　

16
歳
以
上
の
利
用
者
を
対
象
に
、
自

転
車
の
交
通
違
反
に
対
し
て
、
反
則
金

の
納
付
を
定
め
る
こ
と
（
通
称
：
青
切

符
）
な
ど
を
含
め
た
改
正
道
路
交
通
法

が
、
今
年
5
月
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
切
符
の
対
象
に
な
る
の
は
、
一
時

不
停
止
や
運
転
中
の
携
帯
電
話
使
用
等

を
含
め
た
1
1
3
の
違
反
行
為
で
、
取

り
締
ま
り
の
対
象
年
齢
は
16
歳
以
上
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
1
日
か
ら
、
自
転
車
の

酒
気
帯
び
運
転
に
罰
則
（
3
年
以
下
の

懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金
）
が

新
設
さ
れ
る
ほ
か
、
運
転
中
の
携
帯
電

話
の
使
用
が
一
律
禁
止
と
な
り
、
罰
則

が
強
化
さ
れ
ま
す
（
6
カ
月
以
下
の
懲

役
ま
た
は
10
万
円
以
下
の
罰
金
。
実
際

に
危
険
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
は
、
１
年

以
下
の
懲
役
ま
た
は
30
万
円
以
下
の
罰

金
）
。

　

自
転
車
保
険
へ
の
加
入
は
、
令
和
3

年
4
月
1
日
か
ら
「
宮
崎
県
自
転
車
の

安
全
で
適
切
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る

条
例
」
で
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故
で
も
、
自

転
車
の
運
転
者
に
多
額
の
損
害
賠
償
が

生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
過
去
に

は
、
兵
庫
県
で
小
学
生
が
加
害
者
と

な
っ
た
事
故
に
対
し
、
9
5
2
1
万
円

の
高
額
賠
償
が
求
め
ら
れ
た
事
例
も
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
保
険
に
は
、
単
体
の
保
険
の

ほ
か
、
自
動
車
保
険
な
ど
に
特
約
で
付

帯
で
き
る
も
の
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

で
手
軽
に
加
入
で
き
る
も
の
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
万
が
一

に
備
え
て
、
自
転
車
損
害
賠
償
責
任
保

険
等
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
転
車
利
用
者
（
未
成
年
除
く
）

●
保
護
者
（
監
護
す
る
未
成
年
者
が

　

自
転
車
を
利
用
す
る
場
合
）

●
事
業
者
（
事
業
活
動
で
自
転
車
を

　

利
用
す
る
場
合
）

●
自
転
車
貸
付
業
者
（
貸
し
付
け
に

　

供
す
る
自
転
車
）

加
入
義
務
対
象
者

自転車安全利用五則

3カ月以下の懲役または5万円以下の罰金罰則 2万円以下の罰金または科料罰則

罰則

　　  5年以下の懲役

または100万円以下の罰金

罰則

3カ月以下の懲役または5万円以下の罰金等罰則

自転車乗車中のヘルメット着用状況別の致死率
（令和元年～令和5年合計）

　自転車を利用する全ての人は、自転車事故によ

る被害を軽減するために、乗車用ヘルメットを着

用しましょう。幼児・児童を保護する責任のある

人は、幼児・児童を自転車に乗せるときは、乗車

用ヘルメットを着用させるようにしましょう。

　ヘルメットは頭のサイズに合ったものを選び、

深くかぶってあごひもをしっかり締めるなど、正

しく着用してください。 ヘルメット
着用

ヘルメット
非着用

0.31％

0.57％

スマートフォン等
使用運転

（参照：警視庁ホームページ）

みんなで取り組もう 交 通 安 全

 

自
転
車
は
、
道
路
交
通
法
上
の
「
軽
車
両
」
で
車
の
仲
間
で
す
。

 

車
と
同
じ
よ
う
に
、
運
転
す
る
人
が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
交
通
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

※改正道路交通法で、令和5年4月1日から全ての自転車利用者を対

象に、ヘルメットの着用が努力義務化されました。
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2

通知はがき

講習や検査は予約制です。通知はがきが届いたら、

すぐに内容を確認して、講習や検査の電話予約をし

てください。予約が遅れると、近くの教習所等での

受講ができなかったり、更新に間に合わなかったり

することもあります。早めに予約をしましょう。

宮崎県警察本部では、警察職員や看護師が、認知症

や一定の病気のある人、運転に不安を感じている

人、その家族などからの相談を受け付けています。

秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。

い …75歳以上  高齢者講習  認知機能検査  運転技能検査

ろ …75歳以上  高齢者講習  認知機能検査

は …70歳～74歳  高齢者講習

えびの警察署	 ☎33-0110

都城運転免許センター	 ☎0986-25-9999

ここを
確認!

えびの市交通指導員会

有髙 美千子さん

えびの地区交通安全協会の交通安全指

導委員が、百歳体操等で運転免許更新

等についての講話を行っています。

　

車
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
便
利
で
日

常
生
活
に
必
要
な
乗
り
物
で
す
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
、
交
通
安
全
に
関
す
る
活
動

や
講
習
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
交
通
安
全
意
識
が
低
く

な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
を
再
確
認
し
、
あ
い
ま
い

な
知
識
を
確
か
な
も
の
に
し
て
交
通
安

全
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ

ん
は
、
長
年
運
転
し
て
き
て
い
ま
す
が
、

大
丈
夫
だ
と
い
う
思
い
込
み
を
な
く
す

よ
う
に
意
識
し
て
い
く
こ
と
が
安
全
運

転
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

私
た
ち
が
横
断
歩
道
に
立
っ
て
い
る

こ
と
で
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
と

い
け
な
い
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
も
ら

え
て
い
る
と
感
じ
る
と
と
も
に
、
子
ど

も
た
ち
の
見
守
り
に
も
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
交
通
指
導
員
と
し
て
、
交

通
安
全
の
た
め
に
一
緒
に
活
動
し
て
く

れ
る
人
が
増
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

　

交
通
ル
ー
ル
を
再
度
確
認
し
、
こ
れ

か
ら
も
安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

安全運転相談窓口

　

運
転
免
許
の
更
新
は
、
誕
生
日
の
１

カ
月
前
か
ら
誕
生
日
の
1
カ
月
後
ま
で

手
続
き
で
き
ま
す
が
、
70
歳
以
上
の
人

は
、
更
新
前
に
講
習
や
、
検
査
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
75
歳
以
上
で
一
定
の
交

通
違
反
歴
が
あ
る
人
は
、
運
転
技
能
検

査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

更
新
前
の
講
習
等
に
該
当
す
る
人
は
、

運
転
免
許
の
有
効
期
限
の
お
お
む
ね
6

カ
月
前
に
宮
崎
県
公
安
委
員
会
か
ら
、

「
い
」
・
「
ろ
」
・
「
は
」
の
通
知
は
が
き

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
70
歳
～
74
歳
の
人 

→
高
齢
者
講
習

●
75
歳
以
上
の
人

●
75
歳
以
上
の
人(

一
定
の
交
通
違
反
歴
あ
り)

→
高
齢
者
講
習
と
認
知
機
能
検
査
、

　

運
転
技
能
検
査
（
一
部
の
人
の
み
）

→
高
齢
者
講
習
と
認
知
機
能
検
査
、

　

運
転
技
能
検
査

講
習
・
検
査
の
分
類

　車を運転する際、同乗者(助手席、後部座席)は、

シートベルトを着用しなければなりません。シート

ベルトの非着用は一般道路での後部座席の場合を除

き、違反点の対象です。

　令和5年の調査では、運転席、助手席

の着用率は97％を超えていますが、後

部座席は一般道路で43.7％、高速道路

で78.7％となっています(警察庁・JAF

合同シートベルト着用状況全国調査結果

より)。後部座席のシートベルト非着用

時の致死率は、シートベルト着用時の約

25.9倍と、とても高くなっています。運

転する際は、必ずシートベルトを着用し

ましょう。

非着用は違反点の対象に

後部座席でも着用を

運転席・助手席 後部座席

一般道路 違反点1点 違反点なし

高速道路
自動車専用道路

違反点1点 違反点1点

参照：警察庁ホームページ

※対象の体重、身長、年齢は目安です。

　子どもを乗せるときは、チャイルドシートを使用

しましょう。チャイルドシートを使用しない幼児を

乗せて運転した場合、罰則や反則金はないものの、

運転者に違反点が1点つきます。

　チャイルドシートの着用義務期間は、6歳未満の

幼児となっていますが、シートベルトの規格は身長

140cm以上となっているため、6歳以上の子どもで

も身長などを考慮して、チャイルドシートを使用しま

しょう。

チャイルドシートを選ぶときは、いずれかの認証マー

クがあるものを選び、子どもの体格に合ったものを

利用しましょう。

チャイルドシートの種類

乳児用

幼児用

学童用

（　　）ジュニア
シート

市基地・防災対策課 基地・防災対策係　☎ 35-1119（直通）お問い合わせ

自
動
車
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
便
利
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
が
、

ド
ラ
イ
バ
ー
自
身
や
同
乗
者
、
歩
行
者
の
命
を
守
る
こ
と
を
意
識
し
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

みんなで取り組もう 交 通 安 全

1

最寄りの窓口

認証マーク
体重 10kg未満

身長 70cm以下

年齢 新生児～

　　 1歳くらい

身長 150cm以下

対象 4～12歳くらい

体重 9～18kg以下

身長 65～100cm以下

対象 1～4歳くらい

重要

❶ 法規番号

❷ チャイルドシートの種類

❸ 対象となる子どもの体重範囲

❹ 当該装置を認可した国番号（日本は43）

❺ 当該装置認可番号

国土交通省で定めた

安全性の基準に適合

したチャイルドシー

トには、次のような

認証マークが表示さ

れています。「自」

と表示されている場

合もあります。

❶

❷
❸

❹

❺

自動車後部座席同乗中死傷者のシートベルト着用・非着用別致死率
（平成26年〜令和5年合計）

7.0

6.0

5.0

4.0

3.0

2.0

1.0

0.0

SB非着用SB着用

約25.9倍

6.39

0.25

高速道路 一般道路

2.0

1.5

1.0

0.5

0.0

SB非着用SB着用

0.76

0.23

約3.3倍
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防

災
・
減

災
の
た
め
の
自
主
防
災
組
織

い
ま
、
で
き
る
こ
と
を
始
め
ま
し
ょ
う

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
、

熊
本
地
震
、
能
登
半
島
地
震
な
ど
、
近
年

の
広
域
に
わ
た
る
大
規
模
災
害
の
教
訓

か
ら
、
災
害
時
の
自
助
・
共
助
の
活
動
が

極
め
て
重
要
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
8
月
に
は
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
臨
時
情
報
「
巨
大
地
震
注
意
」
の

発
令
や
台
風
10
号
接
近
な
ど
の
経
験
に

よ
り
、
事
前
防
災
の
重
要
性
を
再
認
識
で

き
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
自
分
た
ち
の
地
域
を

自
分
た
ち
で
守
る
た
め
に
自
主
的
に
結

成
す
る
組
織
が
「
自
主
防
災
組
織
」
で
す
。

災
害
時
に
住
民
そ
れ
ぞ
れ
が
役
目
を
果

た
せ
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
積
極
的
に
防
災

啓
発
・
訓
練
な
ど
に
取
り
組
み
、
防
災
意

識
の
向
上
や
組
織
の
連
携
強
化
、
防
災
資

機
材
等
の
充
実
を
図
り
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
「
命
を
守
れ

る
体
制
」
と
「
未

来
へ
命
を
つ
な
ぐ

体
制
」
を
作
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

え
び
の
市
で
は
、
64
自
治
会
の
う
ち
、
46

自
治
会
（
令
和
6
年
8
月
末
時
点
）
が
自

主
防
災
組
織
を
結
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
化
や
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
結
成
を

検
討
し
て
い
る
自
治
会
も
増
え
て
い
ま
す
。

令
和
5
年
度
は
、
自
主
防
災
組
織
で
、
57

回
の
訓
練
に
約
2
5
0
0
人
、
52
回
の
防

災
講
座
に
約
2
8
0
0
人
が
参
加
し
、
防

災
・
減
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

自
主
防
災
組
織
は
、
避
難
訓
練
を
は

じ
め
防
災
・
減
災
に
つ
な
げ
る
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
い
、
地
域
の
防
災
力
の
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。
近
年
の
活
動
と

し
て
、
熊
本
地
震
震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

K
I
O
K
U（
記
憶
）
や
鹿
児
島
県
防
災
研

修
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
の
施
設
研
修
を
通
し

て
、
災
害
に
触
れ
る
体
験
型
の
「
よ
り
身

近
に
、
自
分
ご
と
」
に
感
じ
る
訓
練
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
団
体
が
企
画

・
運
営
す
る
防
災
講
座
や
防
災
ワ
ー
ク
な

ど
に
も
参
加
し
、
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。

自
助
・
共
助
の
必
要
性

え
び
の
市
の
現
状

自
主
防
災
組
織
の
活
動

下島内自主防災組織の図上訓練

飯野麓自主防災組織の飯野中学校

の生徒たちへの防災教育

南原田自主防災組織のいざというと

きの行動を学ぶ防災講座

上原田自主防災組織の鹿児島県防

災研修センター視察

大明司自主防災組織の一

次避難所の公民館から二

次避難所（想定上）への避

難訓練

　

市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ

や
防
災
訓
練
の
実
施
に
対
し
て
、
報
償
金

を
支
給
し
、
自
主
防
災
組
織
へ
の
財
政
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
充
実
を
図
る

た
め
に
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
積
極

的
に
進
め
、
令
和
4
年
5
月
に
自
主
防
災

組
織
防
災
リ
ー
ダ
ー
連
絡
会
を
設
立
し

ま
し
た
。
同
会
で
は
、
各
自
主
防
災
組
織

の
防
災
リ
ー
ダ
ー
に
よ
り
毎
年
3
回
の

研
修
会
（
勉
強
会
や
意
見
交
換
）
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

研
修
会
を
通
じ
て
、
防
災
知
識
や
自
主

防
災
訓
練
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
極
的
に
学

ぶ
機
会
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
各
地
域

の
訓
練
支
援
を
実
施
し
、
自
主
防
災
組
織

に
よ
る
自
助
・
共
助
を
主
体
と
し
た
地
域

防
災
力
の
維
持
・
強
化
が
図
れ
る
体
制
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

市
の
役
割

　

市
の
総
合
計
画
で
は
、
令
和
7
年
度
末

ま
で
に
、
全
て
の
自
治
会
が
自
主
的
な
防

災
活
動
や
訓
練
の
企
画
・
運
営
が
で
き
る

体
制
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
少

子
高
齢
化
に
よ
っ
て
設
立
が
困
難
な
自

治
会
も
あ
る
た
め
、
い
ま
あ
る
自
主
防
災

組
織
と
の
共
同
体
制
の
構
築
や
軽
易
な

組
織
の
結
成
な
ど
、
市
内
全
体
が
カ
バ
ー

で
き
る
体
制
の
必
要
性
が
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、

若
年
層
へ
つ
な
ぐ
新
た
な
自
主
防
災
組

織
体
制
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
は
、
自
助
（
市
民
力
）・
共
助

こ
れ
か
ら
の
自
主
防
災
組
織

防災リーダーインタビュー

（
地
域
力
）
の
向
上
に
加
え
て
、
企
業
・
団

体
・
学
校
な
ど
、
地
域
が
相
互
連
携
す
る

体
制
の
構
築
・
強
化
、
公
助
（
行
政
力
）
の

向
上
、
大
規
模
災
害
に
も
対
応
で
き
る
広

域
防
災
の
視
点
に
立
っ
た
考
え
方
を
持

つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
ず
は
、
自
助
・
共
助
を
主
体
と
し
て
、

自
主
防
災
組
織
や
自
分
た
ち
の
地
域
に

あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
・
団
体
・
学
校
な

ど
が
、
日
頃
か
ら
一
体
と
な
っ
て
防
災
・

減
災
を
意
識
し
、「
今
、
で
き
る
こ
と
を
で

き
る
範
囲
か
ら
」
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　防災リーダーは、自主防災組織

ごとにいて、地域の防災・減災の啓

発や訓練の計画立案などを行って

います。これからの自主防災組織

は、自分自身で身を守り、防災リー

ダーや自治会長を中心に地域内で

守り合い、そして、えびの市として

地域の垣根を越えて、防災・減災

に取り組むことが大切です。

 「人数が少ない」、「高齢な人が

多い」などの理由から、自主防災

組織の立ち上げが難しい地域もあ

るため、まちづくり協議会や社会

福祉協議会など、関係機関が連携

した防災訓練を考えています。自

主防災組織の幅を広げ、地域での

連携・つながりを強くしていきた

いです。
飯野地区

山﨑 浩二さん

加久藤地区

田村 誠一さん

市基地・防災対策課 基地・防災対策係

☎ 35-1119（直通）

お問い合わせ

自主防災組織の将来のイメージ図

公助

行政や消防などの

公的機関による

救助・援助

自主防災組織
(目指す目標)

自助

自分たちの安全を

自分達で守る

共助

地域や近隣の人が

互いに協力し合う

市民力

行政力地域力

研修会で防災・減災の知識やノウハウを磨

いています
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畜　
産

問

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
豚
熱
の
防
疫
の
徹
底
を

市
畜
産
農
政
課 

畜
産
振
興
室　
☎
35
‐
3
7
4
4
（
課
直
通
）

【
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
】

　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

昨
シ
ー
ズ
ン
の
発
生
件
数
は
少
な
い
も

の
の
、
九
州
管
内
の
農
場
・
野
鳥
の
感

染
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
（
令
和
5
年

11
月
か
ら
令
和
6
年
4
月
の
間
で
、
10

県
11
事
例
、
約
85
万
羽
が
殺
処
分
。）。

ま
た
、
国
外
で
は
、
シ
ー
ズ
ン
問
わ
ず

継
続
し
て
感
染
が
確
認
さ
れ
、
ア
ジ
ア

圏
内
で
は
、
令
和
6
年
8
月
・
9
月
で

発
生
し
て
い
ま
す
。
令
和
6
年
度
も
、

国
外
か
ら
ウ
イ
ル
ス
が
持
ち
込
ま
れ
る

可
能
性
が
非
常
に
高
く
、
厳
重
な
警
戒

が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

市
内
で
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
発
生
防
止
の
た
め
に
、
衛
生
管
理

区
域
内
に
侵
入
す
る
車
両
等
の
洗
浄
・

消
毒
や
、
鶏
舎
の
防
鳥
ネ
ッ
ト
等
の
点

検
・
修
繕
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
ア
フ
リ
カ
豚
熱
（
Ａ
Ｓ
Ｆ
）・
豚
熱
（
Ｃ

Ｓ
Ｆ
）】

　

Ａ
Ｓ
Ｆ
は
、
平
成
30
年
8
月
3
日
、

ア
ジ
ア
地
域
で
初
め
て
、
中
国
で
の
発

生
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
以
降
、
近
隣

諸
国
に
拡
大
。
韓
国
の
釜
山
で
は
、
令

和
5
年
12
月
か
ら
令
和
6
年
4
月
に
か

け
て
、
野
生
の
イ
ノ
シ
シ
の
感
染
が
25

例
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
韓
国
全
域
で
は
、
農
場
46

件
・
野
生
イ
ノ
シ
シ
４
１
５
９
件
（
約

１
１
２
2
万
頭
）
の
発
生
が
確
認
さ

れ
、
国
内
へ
の
侵
入
リ
ス
ク
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
中
国
な
ど
、
ア

ジ
ア
地
域
か
ら
の
旅
客
携
帯
品
の
豚
肉

や
ソ
ー
セ
ー
ジ
か
ら
の
Ａ
Ｓ
Ｆ
ウ
イ
ル

ス
遺
伝
子
検
査
（
検
疫
探
知
犬
や
口
頭

質
問
）
の
陽
性
事
例
が
、
１
７
０
例
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
（
8
月
30
日
現
在
）。

　

Ｃ
Ｓ
Ｆ
は
、
国
内
で
は
、
平
成
30
年

9
月
に
岐
阜
県
の
農
場
で
発
生
し
、
各

地
に
拡
大
。
九
州
で
は
、
令
和
5
年
8

月
29
日
に
佐
賀
県
内
の
養
豚
場
で
初
め

て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
以
降
、
野
生
の

イ
ノ
シ
シ
へ
の
感
染
が
継
続
し
て
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
人
や
物
の
動

き
が
活
発
に
な
り
、
本
市
へ
の
ウ
イ
ル

ス
侵
入
リ
ス
ク
が
高
い
状
況
で
す
の

で
、
よ
り
一
層
の
警
戒
が
必
要
で
す
。

　

Ａ
Ｓ
Ｆ
や
Ｃ
Ｓ
Ｆ
の
発
生
防
止
の
た

め
に
、
野
生
動
物
の
侵
入
防
止
対
策
、

人
や
車
両
の
消
毒
な
ど
の
徹
底
を
再
度

お
願
い
し
ま
す
。

【
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い
】

　

ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
防
止
対
策
は
畜
産

農
家
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

協
力
も
必
要
不
可
欠
で
す
。

農場の出入口に石灰を散布するなどの防疫の徹底をお願いします

　

農
場
を
訪
れ
る
際
は
、
必
ず
農
場
主

に
連
絡
を
入
れ
て
、
動
噴
や
踏
込
消
毒

槽
で
の
靴
底
、
タ
イ
ヤ
の
消
毒
を
徹
底

し
て
く
だ
さ
い
。

　

畜
産
農
家
・
市
民
が
一
致
団
結
し
て
、

え
び
の
市
の
畜
産
業
を
守
っ
て
い
き
ま

問
都
城
家
畜
保
健
衛
生
所　
　
　
☎
0
9
8
6
‐
62
‐
5
1
5
1

し
ょ
う
。

【
家
畜
に
異
常
を
見
つ
け
た
ら
】

　

家
畜
が
続
け
て
死
亡
す
る
な
ど
、
異

常
が
確
認
さ
れ
た
と
き
は
、
都
城
家
畜

保
健
衛
生
所
ま
た
は
市
畜
産
農
政
課
畜

産
振
興
室
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

防　
災

　

10
月
2
日
、
え
び
の
高
原
と
市
役
所

で
、「
令
和
6
年
度
え
び
の
高
原
（
硫

黄
山
）
火
山
防
災
訓
練
」
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
え
び
の
高
原
自
主
防
災
組

織
を
主
体
に
硫
黄
山
噴
火
を
想
定
し
た

火
山
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
市
の
警
戒
本
部
の
設
置
・
運
営
、

近
隣
市
町
・
関
係
機
関
と
の
連
携
を
推

進
し
、
火
山
防
災
対
応
能
力
の
向
上
を

図
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
内

閣
府
の
火
山
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
支
援
を

受
け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

市役所ではえびの高原からの情報をもとに図上訓練を実施

　

え
び
の
高
原
で
は
、
え
び
の
高
原
自

主
防
災
組
織
約
20
人
が
、
各
施
設
へ
の

一
次
避
難
誘
導
、
え
び
の
高
原
ホ
テ
ル

へ
の
二
次
避
難
誘
導
の
訓
練
、
救
護
機

能
別
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
役
所
で
は
、
え
び
の
高
原
自
主
防

災
組
織
か
ら
報
告
さ
れ
る
情
報
な
ど
を

も
と
に
情
報
収
集
を
行
い
、
警
戒
本
部

か
ら
災
害
対
策
本
部
設
置
ま
で
の
図
上

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
後
、「
火
山
防
災
と
観
光
」
を

テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
実
施
し
ま
し

た
。

硫
黄
山
噴
火
を
想
定
し
た

火
山
防
災
訓
練
を
実
施

えびの高原では避難誘導を行い避難状況を報告・集約

問
市
基
地
・
防
災
対
策
課  

基
地
・
防
災
対
策
係

☎
35
‐
1
1
1
9
（
直
通
）

問
市
企
画
課 

政
策
係　
☎
35
‐
3
7
1
2
（
直
通
）

政　
策

市
政
策
検
証
委
員
会
に
よ
る

重
点
施
策
の
外
部
評
価
結
果
が
提
出

　

9
月
26
日
、
市
役
所
で
、
え
び
の
市

政
策
検
証
委
員
会
か
ら
村
岡
隆
明
市
長

に
、
市
の
重
点
施
策
に
対
す
る
外
部
評

価
結
果
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
積
極
的
な
市
民
参
画
を
促

進
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
た
政
策

検
証
委
員
会
に
、
市
の
重
点
施
策
を
外

部
の
視
点
か
ら
評
価
・
検
証
を
し
て
も

ら
い
、
そ
の
評
価
結
果
が
提
出
さ
れ
た

も
の
で
す
。
市
で
は
、
市
長
選
挙
に
お

け
る
具
体
的
な
公
約
を
重
点
施
策
と
し

て
掲
げ
、
そ
の
目
標
達
成
の
た
め
、
各

分
野
で
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

政
策
検
証
委
員
会
は
、
市
内
の
団
体

な
ど
か
ら
推
薦
を
受
け
た
市
民
や
大
学

教
授
な
ど
、
7
人
で
構
成
さ
れ
、
委
員

会
を
6
月
か
ら
3
回
実
施
し
て
い
ま

す
。「
令
和
5
年
度
に
取
り
組
ん
だ
重

点
施
策
の
達
成
度
」、「
取
り
組
ん
だ
内

容
や
目
標
は
適
切
だ
っ
た
か
」な
ど
、

評
価
・
検
証
を
し
て
も
ら
い
、
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
外
部
評
価
結
果
は
、
今
後
、

施
策
・
事
業
の
改
善
に
役
立
て
て
い
き

ま
す
。
評
価
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

村岡隆明市長と委員が意見交換を行いました

根岸裕孝委員長から外部評価結果が提出されました
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子
育
て

問 学
生
服
の
リ
ユ
ー
ス（
再
利
用
）事
業

市
こ
ど
も
課 

こ
ど
も
相
談
係　
☎
35
‐
3
7
3
9
（
直
通
）

問
市
健
康
保
険
課 

市
民
健
康
係　
☎
35
‐
1
1
1
6
（
直
通
）

健（検）診は生活習慣病・がん
の早期発見などにつながります

健診結果を確認して生活習慣を
振り返りましょう

健　
幸

「
元
気
で
健
幸
な
え
び
の
市
づ
く
り

計
画
」
～ 

健（
検
）診
編 

～

　

今
年
は
健（
検
）診
を
受
け
ま
し
た

か
？
健
診
は
、「
時
間
が
な
い
」、「
元

気
だ
か
ら
大
丈
夫
」と
後
回
し
に
な
り

が
ち
で
す
。
し
か
し
、
初
期
の
生
活
習

慣
病
は
、
特
に
自
覚
症
状
が
な
い
こ
と

が
多
く
、
い
つ
の
間
に
か
生
活
習
慣
病

が
進
行
し
て
し
ま
う
危
険
が
あ
り
ま

す
。

　

健
診
の
目
的
は
、
生
活
習
慣
病
・
が

ん
の
早
期
発
見
と
疾
患
予
防
、
生
活
習

慣
の
改
善
で
あ
る
た
め
、
健
診
は
健
康

な
う
ち
に
受
診
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

生
活
習
慣
病
は
、
高
血
圧
・
糖
尿
病
・

脂
質
異
常
症
・
が
ん
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
病
気
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
栄
養
の

偏
り
や
運
動
不
足
、
睡
眠
不
足
、
過
度

な
飲
酒
、
ス
ト
レ
ス
、
歯
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
が
積
み
重
な
っ
て
発
症
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
で
は
、
令
和
6
年
度
、

が
ん
を
含
む
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
効

果
的
と
さ
れ
る「
適
正
体
重
の
維
持
」を

推
進
し
て
い
ま
す
。
適
正
体
重
は
、
健

診
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

身
体
の
状
態
を
知
る
こ
と
は
、
健
康

づ
く
り
の
入
り
口
に
な
り
ま
す
。
健
診

の
結
果
で
治
療
の
必
要
が
な
く
て
も
、

昨
年
よ
り
体
重
が
大
き
く
増
減
し
て
い

た
り
、
数
値
が
悪
く
な
っ
て
い
る
項
目

が
あ
っ
た
り
す
る
場
合
は
、
栄
養
・
食

生
活
や
身
体
活
動
・
運
動
、
睡
眠
・
休

養
な
ど
の
生
活
習
慣
を
振
り
返
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

定
期
的
な
健
康
診
査
や
が
ん
検
診
、

歯
周
病
検
診
な
ど
の
健（
検
）診
を
受
診

し
、
健
康
管
理
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
と
資
源
の
有
効
活
用
等
を
目

的
に
、
中
学
校
や
高
校
の
学
生
服
リ

ユ
ー
ス
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
協

力
で
１
０
０
０
着
を
超
え
る
制
服
が
集

ま
り
、
そ
の
う
ち
7
割
近
く
を
必
要
と

す
る
人
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

再
利
用
の
制
服
を
希
望
す
る
人
は
、

無
料
で
提
供
し
ま
す
の
で
、
市
こ
ど
も

課
こ
ど
も
相
談
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

【
収
集
し
て
い
る
も
の
】

・
飯
野
、
上
江
、
加
久
藤
、
真
幸
の
中

学
校
の
制
服
（
旧
型
は
令
和
6
年
度
ま

で
）

・
飯
野
、
小
林
、
小
林
秀
峰
、
小
林
西

の
高
等
学
校
の
制
服
（
小
林
高
校
の
旧

型
は
令
和
6
年
度
ま
で
）

※
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
な
く
て
も
構

い
ま
せ
ん
。
汚
れ
や
破
損
が
ひ
ど
い
物

は
預
か
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
収
集
時
期
・
提
供
時
期
】

年
間
を
通
し
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
土
・
日
、
祝
日
、
12
月
29
日
か
ら
1

月
3
日
ま
で
は
休
み
で
す
。

【
収
集
場
所
】

市
こ
ど
も
課
、
飯
野
出
張
所
、
真
幸
出

張
所

【
必
要
な
人
へ
の
提
供
場
所
】

市
こ
ど
も
課
で
直
接
受
け
付
け
て
、
試

着
（
ま
た
は
サ
イ
ズ
確
認
）
後
に
提
供

し
ま
す
。

※
学
校
や
サ
イ
ズ
に
よ
っ
て
は
在
庫
が

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
電
話

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
提
供
要
件
】

・
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

・
市
外
に
住
ん
で
い
る
人
で
、
飯
野
高

校
に
進
学
予
定
ま
た
は
在
学
中
の
人

財　
政

問

財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
を
公
表

市
財
政
課 

財
政
係　
☎
35
‐
3
7
1
6
（
課
直
通
）

健全化判断比率 えびの市の比率 早期健全化基準 財政再生基準
①実質赤字比率 ー（※1） 14.16％ 20.00％

②連結実質赤字比率 ー（※2） 19.16％ 30.00％
③実質公債費比率 4.2％ 25.0％ 35.0％

④将来負担比率 ー（※3） 350.0％

◎健全化判断比率

（※1、※2）①の実質赤字比率と②の連結実質赤字比率が「－」となっているのは、
実質赤字額や連結実質赤字額がないため、比率が「ない」ことを示しています。

（※3）④の将来負担比率の「－」は、将来負担比率が算定されず、現時点における
将来支払うべき負担（市債の残高等）が、将来の財政を圧迫する可能性が低いこ
とを示しています。

■えびの市の健全化判断比率と資金不足比率

公営企業会計名 資金不足比率 経営健全化基準
水道事業会計 ー 20.0％
病院事業会計 ー 20.0％

産業団地整備事業特別会計 ー 20.0％

◎資金不足比率

　

地
方
公
共
団
体
は
、「
地
方
公
共
団

体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
り
、
決
算
に
基
づ
い
て
健
全
化
判

断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
毎
年
度
算

定
し
ま
す
。
算
定
後
は
、
監
査
委
員
の

審
査
を
受
け
た
う
え
で
、
議
会
に
報
告

し
、
住
民
に
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て
は
早
期

健
全
化
基
準
と
財
政
再
生
基
準
、
資
金

不
足
比
率
に
つ
い
て
は
経
営
健
全
化
基

準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
基
準
に
1

つ
で
も
達
し
た
場
合
、
財
政
運
営
の
健

全
化
を
図
る
た
め
の
計
画
策
定
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
課
さ
れ
ま
す
。

【
え
び
の
市
の
状
況
】

　

市
の
健
全
化
判
断
比
率
、
資
金
不
足

比
率
と
も
に
、基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
引
き
続
き
、
健
全
な
財
政

運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　令和5年度決算に基づき、健全化判断比率を算定した結果、比率は以下の
とおりとなり、いずれの指標についても、早期健全化基準（財政状況が悪化
した場合に、財政の早期健全化を図るべき基準）を下回りました。

　令和5年度決算に基づき、各公営企業における資金不足比率を算定した結
果、資金不足を生じた公営企業はないため、比率は「ない」こととなりました。

標準財政規模：財源の使途が特定さ
れずどのような経費にも使用する
ことができる一般財源（市税・地
方交付税等）の標準的な規模を表
すもので、えびの市の場合は、令
和 5 年度で約 66 億 8,600 万円

実質赤字比率：標準財政規模に対
する一般会計の赤字の割合

連結実質赤字比率：標準財政規模
に対する全会計の赤字の割合

【用語の説明】

実質公債費比率：令和 5 年度に支
払った一般会計の借金返済額等の
標準財政規模に対する割合

将来負担比率：将来、市が支払う
負担（市債務残高等）の標準財政
規模に対する割合

資金不足比率：各公営企業の事業
規模に対する資金不足額の割合
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電気使用安全月間に合わせて

9

5

　小林地区電気工事業協同組合が、電気設備点
検・清掃ボランティアを実施しました。これは、
電気使用安全月間に合わせて、電気使用の安全
に関する知識啓発を目的に、毎年実施している
ものです。
　組合員 6 人が参加し、児童たちが安全に利
用できるように、上江小中学校と真幸小学校の
体育館内の電圧や漏電の確認、照明等の点検・
清掃を行いました。

電気設備点検・清掃ボランティア

チャレンジは自分次第

9

14

　市国際交流センターで「えびの市家庭教育学
級親育て講座」が行われました。シンガーソン
グライターの真北聖子さんを講師に招き、「限
りある人生を限りなく楽しむために」と題して、
車いす生活になってからの体験をもとに講演が
行われました。
　真北さんは「チャレンジはいつからでも遅く
ありません。先入観にとらわれずに何事にも
チャレンジしましょう」と話していました。

家庭教育学級親育て講座

オレンジカフェ& 和の会コラボカフェ

カフェで思い思いの時間を過ごす

9

11

　ココキャンカフェで、介護者のつどい「和の
会」と認知症カフェ「よかとこ」のコラボカ
フェが行われました。これは、認知症の人やそ
の家族、介護者の皆さんに、普段とは違う場所
で、お茶を飲みながら共に語り合って、リフレッ
シュしてもらおうと行われたものです。
　参加者は、蓄音機で懐かしい音楽を聴いたり、
情報交換をしたりして、古民家カフェでの時間
を楽しみました。

飯野高校生活文化科
ファッションショー

華やかな手作り衣装を披露

9

1

　飯野高校で、生活文化科3年生によるファッ
ションショーが行われました。これは、文化祭
の中で、同科の生徒が夏休みに制作したドレ
スなどを着てファッションショーを行うものです。
　同科3年の末次雪

ゆ ら

蘭さんは「世界各国を旅す
るイメージのショーで、それぞれが自分が一番
だと思って衣装の制作に臨みました。生徒同
士で助け合い、ショーを成功させることができ
一生の思い出です」と話していました。

国際理解講座

外国語の背景にある文化を理解

9

　真幸中学校で、全校生徒に対して「国際理解
講座」が行われました。これは、外国語の背景
にある文化への理解を深めるために行われたも
のです。宮崎県庁のケイティ・ケスラー・キャ
サリンさんを講師に、イギリスの食文化や伝統
行事などについて学びました。
　同中 2 年の原内爽

そうすけ

丞さんは「実際のイギリ
スの文化が、イメージと違っていてとても勉強
になりました」と話していました。

交通安全活動等に尽力

9

25

　飯野地区コミュニティセンターで「令和 6 年
度交通安全功労者・優良運転者等表彰式」が行
われました。
　これは、交通安全活動に功労のあった人や団
体、長年無事故無違反の優良運転者等が表彰さ
れるものです。交通安全について啓発するため
に行われています。
　令和 6 年度は 43 人と 3 つの事業所が表彰を
受けました。

交通安全功労者・優良運転者等
表彰式

産業団地を拠点に事業拡大

9

30

　市と株式会社 welzo が企業立地協定を締結
しました。これは、地域産業の振興と雇用機会
の拡大を図ることを目的に結ばれたものです。
同社は、家庭園芸用品や農業資材、飼肥料原料
などの卸売事業を全国展開しています。
　同社の金尾佳文代表取締役社長は「即日・翌
日配送が難しくなっている中、えびの市は南九
州の物流にとって重要です。根を下ろしてネッ
トワークを広げていきたいです」と話しました。

株式会社 welzo
企業立地協定調印式

株式会社キシヤ
企業立地協定調印式

物流管理で地域医療を支える

9

26

　市と株式会社キシヤが企業立地協定を締結し
ました。これは、地域産業の振興と雇用機会の
拡大を図ることを目的に結ばれたものです。同
社は、九州北部を中心に医療機器販売事業を展
開しています。
　同社の髙崎万寿男専務取締役は「えびのイン
ター産業団地に新たな物流拠点を構え、南九州
での事業拡大を図るとともに、地域医療の発展
に貢献していきたいです」と話しました。

20



Ａ
Ｃ
Ｐ
（
人
生
会
議
）
で
自
分
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る

　
「
人
生
会
議
」
と
は
、
ア
ド
バ
ン

ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
呼
ば
れ
、

略
し
て
「
A
C
P
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
本
人
の
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
や
望
み
、
ど
の
よ
う
な
医
療
・

ケ
ア
を
望
ん
で
い
る
か
を
自
分
自
身

で
考
え
、
周
り
の
信
頼
す
る
人
た
ち

と
繰
り
返
し
話
し
合
い
、
意
思
決
定

を
支
援
す
る
過
程
の
こ
と
で
す
。

　

A
C
P
は
「
本
人
の
意
思
と
最
善

の
利
益
を
、
複
数
の
関
係
者
で
支
え

る
」
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。急

変
を
伴
う
よ
う
な
病
気
に
な
っ
た
と

ア
チ
ー
ム
と
話
し
合
い
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。そ
の
場
合
に
も
、
自

分
の
信
頼
で
き
る
人
が
、
自
分
の
価

値
観
や
気
持
ち
を
よ
く
知
っ
て
い
る

こ
と
が
、
重
要
な
助
け
と
な
り
ま
す
。

【
A
C
P
の
進
め
方
】

①
大
切
な
こ
と
は
何
か
考
え
て
み
ま

し
ょ
う

②
自
分
が
思
い
を
預
け
る
こ
と
が
で

き
る
人
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

③
代
弁
者
や
周
り
の
人
と
話
し
合
い

ま
し
ょ
う

④
話
し
合
っ
た
こ
と
を
周
り
の
人
に

伝
え
ま
し
ょ
う

文：市
立
病
院 

地
域
医
療
連
携
室 

き
は
、
A
C
P
で
本
人
の
意
思
の
合

意
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
、
家
族

の
心
の
支
え
に
な
り
ま
す
。

　

命
の
危
険
が
迫
っ
た
状
態
に
な
る

と
、
約
70
％
の
人
が
、
こ
れ
か
ら
の

医
療
や
ケ
ア
な
ど
を
自
分
で
決
め

た
り
、
人
に
伝
え
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

も
し
も
、
自
分
が
そ
の
よ
う
な
状
況

に
な
っ
た
と
き
、
自
分
の
信
頼
で

き
る
人
が
「
あ
な
た
な
ら
、
た
ぶ
ん
、

こ
う
考
え
る
だ
ろ
う
」
と
相
手
の
気

持
ち
を
想
像
し
な
が
ら
、
医
療
・
ケ

す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
の
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
で
す
。パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン

を
身
に
付
け
た
り
、
飾
っ
た
り
す
る

こ
と
で
、
被
害
者
に
「
あ
な
た
は
独

り
で
は
な
い
」
と
勇
気
を
与
え
、
社

会
に
対
し
て
、
D
V
や
虐
待
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
暴
力
を
な
く
し
て
い
こ
う

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、
専
門
の
女
性
相
談
員
が
、

電
話
相
談
や
面
接
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。文：市

総
務
課 

人
権
啓
発
室

　

11
月
12
日
か
ら
25
日
は
「
女
性
に

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間

で
す
。

●
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
（
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
運
動
）

　

暴
力
は
、
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
て

も
、
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
、
決

し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。特
に
、
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、
売
春
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
、
人
身
取
引
、
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人

権
を
侵
害
す
る
も
の
で
す
。こ
れ
は
、

男
女
共
同
参
画
社
会
を
形
成
し
て
い

く
上
で
、
克
服
す
べ
き
重
要
な
課
題

で
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
の
運
動
期
間
に
は
、

全
国
で
女
性
に
対
す
る
暴
力
根
絶
の

た
め
の
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
期
間
を
き
っ
か
け
に
、
暴
力
や

人
権
尊
重
に
つ
い
て
考
え
、
女
性
に

対
す
る
暴
力
の
な
い
社
会
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

●
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
と
は

　

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
は
、
女
性
に
対

11
月
は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
！

■110だより

■119だより

えびの警察署

えびの消防署

☎33-0110

☎33-6119

農機の交通事故を防ぎましょう

秋の火災予防運動週間

9月の交通事故
発生状況

人　身	 3件
物　件	 15件

本年累計	 27件
本年累計	 200件

9月の活動状況
［えびの消防署管内］

火　災	 2件
救　急	 79件

本年累計	 21件
本年累計	 814件

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と

は
、
幅
広
い
世
代
の
人
々
が
、
各
自

の
興
味
関
心
・
競
技
レ
ベ
ル
に
合
わ

せ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
に
触

れ
る
機
会
を
提
供
す
る
、
地
域
密
着

型
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

え
び
の
市
に
は
、
３
つ
の
ク
ラ

ブ
（
N
P
O
法
人
い
い
の
夢
ク
ラ
ブ
、

N
P
O
法
人
い
い
汗
加
久
藤
（
か
っ

つ
）
ク
ラ
ブ
、
N
P
O
法
人
真
幸
ホ

ッ
ト
ほ
っ
と
ク
ラ
ブ
）
が
あ
り
、
毎

日
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ク
ル
や
教
室

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
地
域
の
誰
も

が
気
軽
に
参
加
で
き
る
、
さ
ま
ざ
ま

な
種
目
が
あ
り
ま
す
。目
的
、
関
心

や
技
術
・
技
能
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
活

動
が
で
き
ま
す
。健
康
増
進
や
仲
間

づ
く
り
、
趣
味
づ
く
り
の
た
め
、
無

料
体
験
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

３
つ
の
ク
ラ
ブ
の
い
ず
れ
か
に
入

会
し
て
い
れ
ば
、
他
の
ク
ラ
ブ
の
サ

ー
ク
ル
や
教
室
へ
の
参
加
も
で
き
ま

す
。活
動
内
容
は
、
各
ク
ラ
ブ
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
各
教
室
・
サ
ー
ク
ル
に
よ
っ
て
は

月
謝
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
年
会
費

一
般
会
員
4
8
0
0
円
、
家
族
・
夫

婦
会
員
4
5
0
0
円
、
中
学
生
以
下

会
員
3
6
0
0
円

●
お
問
い
合
わ
せ

N
P
O
法
人
い
い
の
夢
ク
ラ
ブ

☎
0
8
0
‐
1
7
7
5
‐
5
3
3
2

N
P
O
法
人
い
い
汗
加
久
藤
ク
ラ
ブ

☎
0
9
0
‐
3
0
1
0
‐
2
2
9
0

N
P
O
法
人
真
幸
ホ
ッ
ト
ほ
っ
と
ク

ラ
ブ

☎
0
8
0
‐
1
7
3
6
‐
9
0
8
4

文：市
社
会
教
育
課 

市
民
体
育
係

　 秋 空 が 気 持ち良く澄 み 渡る過ごしや す い 季 節
になりました。
　 今 年 も秋 の 火 災 予 防 運 動 週 間 の 時 期 が 近 づ
い て い ま す。期 間 は、1 1 月9 日 か ら1 1 月1 5 日
で す。今 年 の 標 語 は 「守りた い  未 来 があるから 
火 の 用 心」で す。
　 過ごしや す い 季 節 で ある反 面、空 気 は 乾 燥し、
た き火 など火 気 を 使 用 する場 合 は、火 災 が 発 生
しや すくなります。火 気 の 取り扱 い に は、十 分 注
意してください。また、各 種 感 染 症 予 防 対 策もお
願 いします。

　公 道での農 機の交 通 事 故は、大きく分けて、単 独
事 故と他 の 車 両 からの 追 突 事 故 の 2 種 類 が ありま
す。単 独 事 故は、運 転 操 作ミスや道 路 環 境が悪いこ
とで の 用 水 路 などへ の 転 落、傾 斜 地 などで バラン
スを崩しての 横 転 などです。追 突 事 故 は、夜 間 に後
続 車から農 機が発 見されにくいことで起こっていま
す。
● 公 道で の 農 機 による交 通 事 故 対 策 の ポイント
① 確 実 な 運 転 操 作とブレ ーキ連 結 の 確 認
② 安 全キャブ・フレーム装 着とシートベルトの 着 用
③ランプ 類 や 低 速 車 マーク等 の 取り付 け

あんしんねっと
A r e a  c o m p r e h e n s l v e  s u p p o r t

市立病院
C i t y  h o s p i t a l

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y
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込む可能性があり、危険性・緊急性が高いと判断される場
合には、やむなく伐採を行うことがあります。あらかじめご
了承ください。
　高速道路沿線で、所有者が伐採作業時に誤って高速道
路の立入防止柵を破損させてしまう場合があります。破損
した場合、イノシシなどの動物が高速道路に侵入し、走行
車両と事故するなどの危険があるため、復旧が必要です。
伐採作業をするときは、安全対策の上、作業をお願いしま
す。また、高速道路の立入防止柵を破損した場合は、西日
本高速道路株式会社九州支社に連絡をお願いします。
　高速道路を利用する皆さんが安全・快適に走行できるた
めに、ご理解とご協力をお願いします。
問西日本高速道路株式会社 九州支社 宮崎高速道路事務
所 道路管理課
☎0985-89-2535

相続税の申告・納税を行いましょう
　亡くなった人（被相続人）から相続、遺贈や相続時精算
課税制度に係る贈与によって財産を取得した相続人等の
課税価格の合計額が、遺産に係る基礎控除額（ 3,000万円
+（ 600万円×法定相続人の数））を超える場合、その財産
を取得した相続人等は、相続の開始があったことを知った
日（通常は被相続人が亡くなった日）の翌日から10カ月以内
に相続税の申告・納税をする必要があります。
　なお、相続税の課税価格は、相続や遺贈によって取得
した財産の価額と相続時精算課税適用財産の価額の合計
額から債務・葬式費用の額を差し引いて、暦年課税に係る
被相続人からの贈与財産（令和6年相続開始分については、
相続開始前3年以内の贈与財産）の価額を加算して計算し
ます。
　国税庁ホームページには、法定相続人の数や個別の財
産・債務の金額等を入力することにより、相続税の申告手
続きの要否を判定することのできる「相続税の申告要否判
定コーナー」が開設されています。ぜひ、ご利用ください。
　 詳しくは、国 税 庁ホームページ（ https://www.nta.
go.jp/ ）をご覧ください。
※税務署での個別相談（関係書類等により具体的な事実関
係を確認する必要がある相談等）を希望する人は、あらか
じめ相談日時等を予約してください。

問小林税務署
☎23-3126 ※自動音声案内

「国税専門官冬季1DAY仕事体験」を
実施します

　熊本国税局では、国税専門官冬季1DAY仕事体験を実施
します。対面方式により、熊本、大分、宮崎、鹿児島の4県
で計5回開催します。また、対面方式に参加できない人は、
ウェブ方式でも実施します。ぜひ、ご参加ください。

【対象者】大学生、大学院生、専門学生など ※学年、既卒
等は問いません。

【内容】業務説明、模擬調査、先輩講話等
【申込締切】12月13日（金）

　申込方法などの詳細は、熊本国税局人事第二課試験研
修係に電話、または国税庁ホームページ（ https://www.
nta.go.jp/ ）をご確認ください。
問熊本国税局 人事第二課 試験研修係
☎096-354-6171（内線6046）

税務行政のDX化を推進しています
　国税局では、令和5年6月に公表した「税務行政のデジタ
ル・トランスフォーメーション－税務行政の将来像2023－」
で、「納税者の利便性の向上」や「課税・徴収事務の効率化・
高度化」、「事業者のデジタル化促進」を柱に、税務行政の
DXに取り組んでいます。
　特に、事業者のデジタル化を促進することを通じて、「デ
ジタル社会の実現」に向け、税務を起点とした社会全体の
DXを推進していきます。納税者の皆さんが、日常使い慣れ
たデジタルツール（スマートフォンやパソコンなど）から、簡
単・便利に手続きを行うことができる環境構築を目指すな
ど、これまで以上に納税者目線を大切に、各種施策を講じ
ることで、「あらゆる税務手続が税務署に行かずにできる社
会」の実現を目指しています。
　 詳しくは、国 税 庁ホームページ（ https://www.nta.
go.jp/ ）をご覧ください。
問小林税務署
☎23-3126 ※自動音声案内

裁判員制度の名簿記載通知を
まもなく発送します

　裁判員制度は、国民の中から選ばれた6人の裁判員が刑
事裁判に参加し、3人の裁判官とともに、被告人が有罪かど
うか、有罪の場合はどのような刑にするのかを決める制度
です。
　裁判員に選ばれる可能性がある人には、まもなく裁判員
候補者名簿記載通知をお送りします。

【裁判員の役割】

審理 刑事裁判に出席し、証言等や証拠を見聞きします。

評議
法廷で見聞きしたことをもとに、裁判官と一緒に
議論します。

判決
法廷で裁判長が判決を宣告します（裁判員として
の役割も終了します。）。

【裁判員等選任手続きの流れ】

時期 内容 備考

令
和
6
年

11 月
中旬

候補者への通知
調査票（※）の送付

名簿記載通知は、裁判員
に選ばれる可能性がある
ことをお伝えするもので
す。通知を受けた段階で、
すぐに裁判所に来る必要
はありません。

来
年
以
降

6 週間前
まで

名簿からくじで選ばれ
た人に選任手続期日の
お知らせ・質問票を送
付

辞退の申し出ができる時
期に制限はありません。
実際の事件の裁判員候補
者に選ばれた後に辞退を
申し出ることも可能です。

選任手続
期日当日

裁判所での選任手続き

※調査票は、裁判員候補者の人の事情を早期に把握し、辞
退が認められる場合に、裁判所に来てもらう負担を軽減す
るためのものです。項目に当てはまらない人は、返送する
必要はありません。

【参加した人の声】裁判員裁判に裁判員として参加した人
の96.5％の皆さんが、「非常によい経験と感じた」、または

「よい経験と感じた」と回答しています（令和5年度アンケー
ト調査結果）。
　裁判員制度は、国民の皆さんの積極的な参加により円
滑に実施されています。これからもご協力をお願いします。

　 詳しくは、裁 判 員 制 度ウェブサイト（ https://www.
saibanin.courts.go.jp/index.html）をご覧ください。
問宮崎地方・家庭裁判所 総務課 庶務係
☎0985-23-2263

「郵便局で参加するスマホ教室」を
実施します

　えびの郵便局で、「郵便局で参加するスマホ教室」を実施
しています。これは、タブレットの画面上の講師によるスマ
ホ教室です。スマホの基本的な使い方から、スマホででき
る行政サービスの使い方などを学べます。原則一対一の個
別形式のため、自分のペースで参加できます。また、機種
や携帯会社を問わず、何度でも参加できます。

【実施期間】2025年1月末まで（予定）
【時間】午前10時～午後5時（平日）
【場所】えびの郵便局
【受講料】無料
【申込方法】楽天シニアカスタマーセンターに電話でお申し

込みください。
※楽天モバイル株式会社が総務省「デジタル活用支援推進
事業」における事業実施団体として、日本郵便株式会社と
協同で運営します。
※実施状況により、早期に受け付け終了する可能性があり
ます。お早めにご参加ください。
※開講講座などの詳細は、楽天シニアホームページ（https://
senior.rakuten.co.jp/ ）をご覧ください。
申・問楽天シニア カスタマーセンター
☎0120-955-545（平日午前10時～午後4時）

高速道路沿線に土地を所有してい
る皆さんへ

　過去、強風などにより、高速道路等沿線から本線上へ竹
木などが倒れ込み、走行中の車が衝突するといった事故が
発生しています。この場合、法律上、所有者が管理責任を
問われるケースがあります。高速道路への竹木などの倒れ
込みの危険が予測される場合は、伐採してください。
　倒れ込みの危険性があって、西日本高速道路株式会社
九州支社が伐採を行うときは、原則として所有者に事務連
絡をした上で行います。しかし、道路上に竹木などが倒れ

広報 広報令和6年10月号 令和6年10月号25 24



えびの市農地利用最適化推進委員
を募集します

　市では、現在の農地利用最適化推進委員に欠員が生じ
たため、農地利用最適化推進委員を募集します。
　委員は、農業者・農業者が組織する団体、その他関係者
からの推薦を受けた候補者、または申し込みのあった候補
者の中から選考委員会で選考し、農業委員会が委嘱します。

【募集人員】2人（担当する地区：飯野、加久藤地区 各1人）
【任期】委嘱日から令和8年7月26日（前任の残任期間）
【業務内容】主に担当する地区内での農地集積や遊休農地

対策など、農地利用の最適化に関する業務 ※農業委員会
総会に出席することはできますが、議決権はありません。

【報酬】40,700円（月額）
【申込資格】
・市に住所を有する人、または市内で農業経営を行ってい
る人
・市が設置する他の付属機関の委員でない人
・市の職員でない人
・過去および現在において、農業委員会の活動や市行政の
推進を妨害したことがない人
・地方公務員法第16条に規定する欠格条項に該当しない人
・暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第2条
に規定する暴力団や暴力団員、またはこれらと密接な関係
を有する人でない人

【申し込みの種類】
・個人からの推薦（3人以上の推薦が必要）
・法人または団体からの推薦
・個人での応募

【申込方法】推薦書・応募用紙に必要事項を記入の上、市農
業委員会事務局に直接、または郵送（ 11月15日必着）で提
出してください。
※必要書類は市ホームページでダウンロードするか、市農
業委員会事務局で取得してください。

【申込期限】11月15日（金）必着 ※土・日、祝日を除く
※推薦・応募された内容については、募集期間の中間時と
期間終了後に、住所・連絡先以外の内容を市ホームページ
で公表します。
申・問市農業委員会 事務局
☎35-3726（課直通）

Sマークは「安全・安心・清潔」の証明

　Sマークは、厚生労働大臣認可の標準営業約款に従って
営業している店舗の証しです。このSマークを店頭に表示し
ている店舗は、「安全（ Safety）」、「安心（ Standard）」、「清潔

（ Sanitation）」が保証され、皆さんの信頼できる店選びの
大きな目安になります。また、万一の場合、事故賠償基準
に基づいた補償が受けられます。
　理容店、美容店、クリーニング店、一般飲食店の店選び
は、Sマーク登録店を利用することをお勧めします。
問公益財団法人 宮崎県生活衛生営業指導センター
☎0985-25-1466

浄化槽の法定検査を受けましょう
　浄化槽は、適正に設置され、点検と清掃が正しく行われ
ないと、機能が十分に発揮されず川を汚す原因になります。
そのため、保守点検や清掃とは別に、毎年1回の法定検査

（11条検査）が法律で義務付けられています。
　法定検査は、宮崎県環境科学協会に申し込んでください。
検査料金は、10人槽以下の場合は3,800円です。
　「保守点検・清掃・法定検査」の3つを一括して契約するこ
とで、料金の支払い先を1つにできます。一括契約について
は、小林衛生公社にお問い合わせください。
申・問公益財団法人 宮崎県環境科学協会
☎0985-51-4331
問株式会社 小林衛生公社
☎23-2429

担い手確保・経営強化支援事業の事
前要望受け付けを実施します

　市では、令和6年度「担い手確保・経営強化支援事業」の
事前要望受付を実施します。これは、今後、農業者の大幅
な減少が見込まれる中で、農業生産が持続的に行われる
よう、国内外のさまざまな経営環境の変化に対応し得る農
業経営への転換を図ろうとする担い手に対し、必要な農業
用機械・施設の導入を支援するとともに、認定農業者等が
新たな担い手の育成を図ろうとする取り組みを支援するも
のです。
　ただし、国の補正予算がつかない場合は事業は実施さ
れません。また、国の規定改正に伴い制度の内容が変更に
なることもあります。
※詳細は、市ホームページをご覧ください。

【開催日】11月27日（水）
【時間】［午前の部］午前9時～正午
［午後の部］午後1時30分～午後4時
【場所】市役所本庁 1-1会議室
【対象者】次のいずれかに該当する人や団体

①地域計画の目標地図に位置付けられた認定農業者、認
定新規就農者、集落営農組織、市町村基本構想水準到達
者、市が認める人
②適切な人・農地プランに位置付けられた中心経営体であ
る認定農業者、認定新規就農者、集落営農組織等
③機構から賃借権等の設定を受けた人 ※認定農業者、認
定新規就農者、集落営農組織に限る
④地域における継続的な農地利用を図る者として市が認
める人

【主な事業内容】農産物の生産、加工、流通、販売、その他
農業経営の開始、経営の改善に必要な機械等の改良・取得
※当該取組に要する経費は、融資を活用することが要件と
なります。（ただし、対象者の④に該当する人は融資の活用
は不要）

【助成金額】国の配分基準によって採択されます。補助率
は2分の1、または融資額のいずれか低い額が助成されます。

［配分上限額］1経営体あたり
・法人：3,000万円
・法人以外の人：1,500万円
・対象者④に該当する人：100万円

【持参するもの】

・導入予定の機械等の見積書とカタログ
・採択配分基準ポイント試算表 ※市ホームページに掲載
・採択配分基準ポイント試算表に示された根拠書類
・決算書または確定申告書 ※過去3年分
申・問市畜産農政課 担い手対策係
☎35-3744（課直通）

えびの市自治推進委員会委員募集
　市では、市民、市、市議会等が協働し、地方自治の本旨
である、市民の意思と責任に基づいた自治を推進していく
ため、自治の基本的な事項を定めたえびの市自治基本条
例を平成22年に制定しました。この条例の規定に基づき、
条例の遵守状況の検証や見直しに関して審議する、えびの
市自治推進委員会の委員を募集します。えびの市のまちづ
くりに関心のある人、えびの市の将来を真剣に見つめたい
人のご応募をお待ちしております。

【募集人員】5人
【任期】委嘱された日から2年間の予定
【申込資格】次の要件をすべて満たす人

①えびの市のまちづくりについて関心の高い人
②市内に在住、在勤、または在学している満18歳以上（高
等学校在学中でない人）の人
③市税等の滞納がないこと
④平日の日中の会議に出席できること
⑤現職の市議会議員等、または本市の公務員でない人
⑥政治活動や宗教活動に利用しないこと
⑦暴力団の構成員、またはこれに準ずる者でない人

【会議】年2回程度開催する予定
【選考方法】必要に応じ、面接を実施します。
【申込方法】指定の応募用紙に必要事項を記入の上、市

民協働課市民協働係に直接、またはファクス、電子メール
で提出してください。応募用紙は、市民協働課市民協働係、
飯野出張所、真幸出張所にあります。市ホームページからも
ダウンロードできます。

【申込期限】11月8日（金）まで
申・問市民協働課 市民協働係
☎35-1118（課直通）/FAX 35-0401
Eメール kyodo@city.ebino.lg.jp
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人　口　≫ Editor’s　≫

世帯数　≫

16,014人 （前月比 -44人）
男性／7,591人（-35人） 　女性／8,423人（-9人）
転入／33人  転出／56人  出生／6人  死亡／27人

7,692世帯 （前月比 -33世帯）

え び のスプラッシュフェスを取 材しました が、夏らしさ
を感じる最 後 のイベントだったような 気 がします。こ

れ からは「 食 欲 の 秋 」、「 読 書 の 秋 」、「 スポーツの 秋 」とい わ
れる 季 節 で す。10月から11月に か け て 秋らしい イベ ントが
目白 押しで すので、皆 さん に情 報 をお 届 け で きるように 取
材していきます。（ 中川 ）（令和6年10月1日現在）

【入場料】無料
問市企画課 秘書係（市民表彰式典）
☎35-1111（内線 302）
問市民協働課 市民協働係（地域活性化活動実践報告会）
☎35-1118（課直通）

参加しませんか
「料理教室（ショウガの佃煮）」
　市では、生涯学習の一環として料理教室を開催します。
寒くなってくるこの季節に、体を温めるショウガでおいしい
佃煮を作りませんか。

【開催日】11月2日（土）
【時間】午後2時～午後4時
【場所】市文化センター 調理室
【定員】12人
【材料費】1,000円
【講師】蕨内 郁代氏
【持ってくるもの】エプロン、三角巾、佃煮（ 500グラム程度）

を持ち帰るためのタッパーなどの保存容器
【申込方法】市社会教育課社会教育係に

電話、または申込フォーム（ https://logo
form.jp/form/kUtt/747595）からお申し
込みください。※右のQRコードから申込
フォームが確認できます。

【申込期限】10月30日（水） ※定員になり次第締め切ります。
申・問市社会教育課 社会教育係（市文化センター内）
☎35-2268（課直通）

■証明書等コンビニ交付サービスを
　ご利用ください

問市民環境課 市民・年金係　   ☎35-1117（直通）
問市税務課 収納対策室　　　☎35-3737（直通）

　マイナンバーカードを利用して、市が発行する証
明書（住民票の写し、印鑑登録証明書等）を全国の
コンビニエンスストア等のマルチコピー機で取得で
きます。

【利用日時】午前 6 時 30 分～午後 11 時
※年末年始を除く
※戸籍証明のみ平日午前 9 時～午後 5 時

【取得できる証明書】
住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍全部（一部）
事項証明書、戸籍の附票の写し、所得課税証明書、
非課税証明書

今月の表紙　≫ 今月の納税　≫
京 町 川 内 川 河 川 敷 で 行 わ れ た

「 えび のスプラッシュフェス 」。
温 泉 水 の入った 水 鉄 砲 で 撃 ち
合う水合 戦 が白熱し 、子どもや
大 人 約120 人 が 楽しみました 。

令和7年度放課後児童クラブの利用
希望者は申し込みをお願いします

　市では、令和7年4月からの放課後児童クラブの入会につ
いて、次のとおり利用の申し込みを受け付けます。

【受付期間】11月1日（金）～29日（金）
【受付場所】入会希望児童クラブ
【受付時間】入会希望児童クラブ開所時間中

　放課後児童クラブを利用するためには一定の要件があり
ます。また、入会申請書には、児童クラブへ預けることがで
きる事由を証明する書類の添付が必要です。「令和7年度放
課後児童クラブ入会案内」で確認してください。
　入会案内を含む申請書一式は、市こども課、飯野出張所、
真幸出張所、市内各児童クラブで配布しているほか、市ホー
ムページからもダウンロードできます。
※受付期間以降も申し込みは可能ですが、受付期間内に
提出した人から優先して入会決定を行います。昨年より、
受付期間が1カ月早まっていますので、ご注意ください。
申・問市こども課 子育て支援係
☎35-3738（直通）

令和7年度保育所等の利用希望者は
申し込みをお願いします

　市では、令和7年4月からの保育所等の入所について、次
のとおり利用の申し込みを受け付けます。
■保育所・認定こども園（保育認定）

【受付期間】11月1日（金）～29日（金）
【受付場所】市こども課 子育て支援係
【受付時間】午前8時30分～午後5時15分

　保育所等を利用するためには一定の要件があります。ま
た、申込書には、保育を必要とする事由を証明する書類の
添付が必要です。「令和7年度特定教育・保育施設および特

定子ども・子育て支援施設の利用案内」で確認してください。
　利用案内を含む申込書一式は、市こども課、飯野出張所、
真幸出張所、市内各保育所等で配布しているほか、市ホー
ムページからもダウンロードできます。
※受付期間以降も申し込みは可能ですが、受付期間内に
提出した人から優先して入所決定を行います。昨年より、
受付期間が1カ月早まっていますので、ご注意ください。
■幼稚園・認定こども園（教育標準時間認定）
　各園が定める日時により、各園へ直接申し込む必要があ
ります。詳しくは、利用を希望する幼稚園等へお問い合わ
せください。
申・問市こども課 子育て支援係
☎35-3738（直通）

ご来場ください「市民表彰式典・地域
活性化活動実践報告会」

　市では、市の政治、経済、文化、その他各般にわたって
市政振興に寄与し、その功績が顕著な人や団体を表彰し
ます。
　また、表彰式典後には、市民団体による地域活性化活動
実践報告会も開催します。ぜひ、ご来場ください。

【開催日】11月3日（日・祝）
【時間】午前10時～
【場所】市文化センター ホール
【被表彰者】
［教育・芸術・体育・文化部門］松元 國治さん
【発表予定団体】

①Yaddo（ヤッド）
②ZEROHO（ゼロ歩）
③ライトえびの
※令和5年度えびの市ぷらいど21市民団体活動助成金活用
団体

市県民税 第3期
国民健康保険税 第4期
後期高齢者医療保険料 第4期
介護保険料 第4期

10月31日（木）までに納めましょう。

祝！ 100 歳
いつまでもお元気で

尾方 シヅエさん
（東原田）

9 月に 100 歳を迎えられた皆さんを紹介し
ます。

上野 サミさん
（松原）
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お す す め の 一 冊

ぼくがぼくに変身する
方法
やませたかゆき 作
はせがわはっち 絵

（岩崎書店）

全員犯人、だけど被害者、
しかも探偵
下村敦史 著

（幻冬舎）

えびの市民図書館 （@EbinoCityLib）
https://twitter.com/EbinoCityLib
※右の QR コードからも見る事ができます。

えびの市民図書館
☎35-0242　https://www.ebino-library.com/
開館時間	 火曜〜土曜／午前9時〜午後7時
	 日曜 ・ 祝日／午前9時〜午後5時
休 館 日	 毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

ブックランド号 運行スケジュール

【発行】 えびの市役所　【編集】 企画課情報係　宮崎県えびの市大字栗下1292番地　☎0984‒35‒1111　URL https://www.city.ebino.lg.jp/  
※ QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 
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■えびの市電子図書館
7月23日から開始しました電子図書館では、実用書から絵
本まで幅広く取り揃え、毎月１日に新刊を入荷していま
す。
電子図書館に登録するだけで、図書館に来館しなくても、
自宅のタブレットやパソコンなどから気軽に読書を楽し
むことができます。電子図書館の登録は、市民図書館のカ
ウンターで行っています。ぜひ、館内のスタッフにお声掛
けください。
※電子図書館の登録にはえびの市民図書館の利用カード
が必要になります。

運行場所（ルート） 運行日（11月） 時　間

岡元小学校→さくら苑 13日（水）、
27日（水） 13：15〜15：15

上江小中学校→真幸出張所→ Aコー
プかくとう店→加久藤地区体育館

14日（木）、
28日（木） 12：45〜16：30

市役所→飯野地区コミュニティセン
ター

1日（金）、15日
（金）、29日（金） 12：30〜15：15

真幸地区体育館 6日（水）、
20日（水） 15：25〜15：50

飯野出張所→ Aコープいいの店→自
衛隊官舎

8日（金）、
22日（金） 14：50〜16：30

■バリアフリーコーナー
市民図書館では、障がいがある人への読書サービスの取
り組みとして、バリアフリーコーナーを設置しています。
デイジー図書や拡大読書器など、あらゆる皆さんがゆっ
たりと読書を楽しんでもらえるものを取り揃えています。
ぜひ、図書館に足を運んでみてください。


